
昨年12月18日、利用者のご家族にも参加いただき、盛大にクリスマスパーティーを開催しまし

た。

北村技術株式会社の北村社長はじめ同社の皆さんもご参加くださり、クリスマス関連装飾品やク

リスマスケーキ等々、今年もたくさんのプレゼントをいただきました。また、弘前津軽ライオン

ズクラブさんからも沢山のプレゼントをいただきました。いつもご支援ありがとうございます。

利用者の皆さんはご家族と一緒に、ハンドベル演奏したり、ケーキを食べたり、思い出のムー

ビーを鑑賞したりと盛りだくさんなクリスマスでした。

サンタさんとトナカイさん、お髭のおじさん…？も素敵なダンスで会場を盛り上げてくれまし

た！

メリークリスマス！を合言葉に笑顔いっぱいで楽しみました。
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今冬は昨年度に引き続き記録的な大雪となり、毎日除雪に追われて大変でしたが、近

頃は道路の雪もなくなり、春の訪れを感じられるような日が続いております。皆様はい

かがお過ごしでしょうか。

巷ではインフルエンザやコロナ等の感染症が流行していますが、さわらびでは感染対

策を重点的に行い、利用者の皆さんが生き生きと活動できるよう支援しております。

今回は下半期での主な活動の様子をご紹介します。

生活支援課・通所部門

～支援プログラム・保護者による事業所評価・自己評価を公表しました～

障がい児通所支援事業では、児童福祉法に基づき、毎年、支援プログラムの作成とＨＰ公表、

保護者による事業所評価・自己評価の実施とＨＰ公表が義務付けられています。

支援プログラムとは、総合的な支援の推進と、事業所が提供する支援の「見える化」を図るため、

どのような支援を行うのかを具体的に明文化したものになります。

今年度は、昨年度の事業所評価をふまえ①自宅送迎の開始、②ショートメッセージでの保護者と

の連絡、③個別活動スペースの確保などを実現してきました。その結果が事業所評価にも反映され、

何より子供たちが通所を楽しみにしていることを嬉しく思っております。

しかしながら、地域交流の機会が少ない、ＤＸ化が遅れているなどの課題もあります。次年度も

課題に向き合い、より良いサービスを提供していけるよう努力して参りたいと思います。

個 別 活 動 ス ペ ー ス の 整 備

個別活動ができるスペースを作り、より活動に集中できるようになりました。💛

プレゼント寄贈

昨年12月のクリスマスに弘前津軽ライオンズ

クラブさんが利用児童達にiPadを届けてくださ

いました♬ 図形を使った遊びや算数に役立つ

ソフトを利用して、ゲーム感覚で学習しています。
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プラネタリウム鑑賞会

食育ハロウィン

北村技術さんからのプレゼント🎵
いつもありがとうございます！

今年のお誕生会の様子をご紹介！

クリスマスパーティー
この日のおやつはハロウィン仕様！

お好みのデコレーションゼリーおいしかったね🎵

トリックオアトリート！


